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ウスにみられる摂食障害に対する n-3 系脂肪酸の予防効果の評価」 
2) 文部科学省科学研究費，若手研究(B)（代表：藤田恭輔）「機能性トリテルペンのがん悪
液質性筋萎縮に対する改善効果の検証」
3) 学長裁量経費 教育研究活性化基盤経費 （分担：渡辺志朗）「次世代 KAMPO 科学の創
成を志向した漢方オミックス(Kampo Omics)の基盤構築」
4) 受託研究費 富山市長 （代表：渡辺志朗）「エゴマブランド化促進に関するエゴマ含有
成分の有効性実証研究業務」
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